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論文審査の要旨及び審査員

注意 :「論文審査の要旨及び審査員」は、東工大リサーチリポジトリ (T2R2)にてインターネッ

ト公表されますので、公表可能な範囲の内容で作成してください。

論文審査の要旨 (2000字程度 )

本論文は′「Disaster Management through the PerspecLive of lnformauon systems(情 報システムの観点からの災害マネジメ

ント)」 と題し、情報システム開発に関する、概念、要求、実装の 3つのフェーズにしたがつて、自然災害に対するマネジメントについ

て考察したもので、 6章よりなつている。

第 1章 「Introduction(序 論)」 では、論文の背景、問題意識および研究目的と論文構成について述べている。本論文で考察の対象

とする自然災害 (natural dも aster)と は、負の影響を及ぼす
″
natural hazard″ のことで、地震、津波、洪水、台風、猛暑、嵐などを指

すとし、本論文の目的が、「情報システム」の観点から、「自然災害マネジメント」に対する視座を与えることにあり、具体的には、

1)自然災害マネジメントシステムの概念を明らかにすること、2)適切な行動をとるためにどのような情報を提供すべき力ヽ こついてその

要件を明らかにすること、そして、3)自然災害マネジメントに有効な情報システム開発を行うこと、の 3点であるとしている。

第 2章 「Conceptual Background(概 念的背景)」 では′ 自然災害マネジメントとは、「災害リスクに対するリスクマネジメントの

適用」であるとし、それが、心構え (preparedness)、 自然災害の発生を受けての対応 (response)、 復旧 (recovery)、 そして、保全

(mtigauon)の 4つのフェーズからなるサイクルになつているとしている。また、自然災害マネジメントを支援する情報システム開発

において、既存のエンタープライズ 。アーキテクチャでは、あまりにも一般的すぎることを指摘し、エンタープライズ・オントロジーの

手法である DEMO(DeJgn and Engineenng MethOdology for Organレ auon)を適用することにより、そこでのオントロジカルな活

動とコミットメント関係を明ら力ヽ こする必要があるとしている。

第 3章 「Conceptualレ aJon(概念化)」 では、DEMOの構成モデルを用いて、タイ、日本、フィリピンにおける早期警戒システム

におけるオントロジカリレなトランザクシヨンとそれに対して責任を負うアクター□―ルについて分析し、比較を行うことで類似点と相

違点について明ら力ヽ こしている。また、自然災害発生後の対応システムおよび回復 。再構成システムについても、DEMO構成モデルを

用いた分析を行い、そこにおけるトランザクション及びアクター□―ルについて明らかにしている。

第 4章 「Spedncauon(要 求仕様)」 では、自然災害の例として、2011年に発生したタイにおける洪水を取り上げ、公開されてい

るデータを用いて、モバイルアプリケーションシステムが表示すべき情報の情報源、内容、アクセス、の 3点について、必要な要件に

ついて明らかにしている。また、2013年に発生したインドネシアにおける洪水と比較することで、どのような情報の塁示が望まれてい

るかを明ら力ヽ こし、さらに 2013年に発生したフィリピンにおける超大型台風の襲来についての分析および、地震と津波に関する既往

の研究から、こられの自然災害において、どのような情報が必要とされているかについて比較している。

第 5章 「ImplementaJon(実装)」 では、自然災害マネジメントの 4つのフェーズで、どのようなアクター□―リレがどのような状

況で情報システムにアクセスするかについて分析している。そしてここでは、津波発生後の建物へのダメージを推計するモバイルアプ

リケーシヨンを開発するとし、2004年に発生したスリランカでのインド洋津波および先の東日本大震災での津波に対する分析を行うこ

とで具体的に必要とされる機能を導き出している。それにもとづき、10S8上で稼動するソフトウエアを Xcode6.4を用いて開発し、さ

らに、仙台と気仙沼における 5種類のアクター□―ルについて、16名を対象とした実験にもとづき、ユーザビリティ評価を行ない、そ

の結果について述べている。

第 6章「DiscusЫ on and ConduJons(議 論と結論)」 では、本研究で得られた結果についての考察を行うとともに、概念、要件、

実装の各フェーズにおいて得られた成果についてまとめている。また、今後行うべき研究課題として、概念レベルでは、自然災害マネ

ジメントサイクルにおける保全フェーズにおける分析、要件レベルでは、アジア以外の地域での自然災害に対する研究およびビッグデ

ータを活用した分析、そして、実装レベルでは、津波以外の自然災害に対するアプリケーション開発方法論についての考察、を挙げて

いる。

以上′これを要するに本論文は、情報システム開発に関する概念、要求、実装の 3つのフェーズにしたがつて、自然災害に対するマ

ネジメントについて考察したもので、アジア各国における、地震、津波、洪水、台風などの様々な自然災害を対象として、自然災害マ

ネジメントに有効な情報システムの概念と要求イ士様および実装について明らかにしたもので、工学上貢献するところが大きい。よつて′

博士 (工学)の学位論文として十分価値があるものと認める。


